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京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 1条京部大学に埋蔵交化財研究センター（以下「センター」という）を置く。

第2 条 センターは，京都大学敷地内の埋j歳文化財についての調主研究及びその保；仔のため必要な業務

を行なう。

第3 条センターにセンター長を置く。

2 センター長は京都大学の専任教区ーをもって充てる。

3 センター長の任期は， 2年とし，再任を妨げない0

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

第4 条センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

第5条センターに，調査研究及び保存に閲する業務を処理するため，刷究部を置く。

2 研究部に主任を置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6条 センターに，センターの事業に関する基本的計画人事その他管理運営に関する重要事項を審議

するため，運営協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる＊員で組織する。

(1) センター長。

(2) センターの研究部の主任。

(3) ilri 2号以外の学内の学識経験者のうちから総長の委嘱した者，若干名。

(4 ）事務局長及び施設部長。

3 センター長は，運営協議会を紹集し，議長となる。

4 前各項に規定するもののほか，運日協議会の運営に関し必要な事項は，運営協議会が定める。

第7条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項は，センター長が定

める。

附則 この要項は，昭和152 年 7 月 5 行から実施する。

センター長 樋口降康（文学部教綬） 運営協議会委員 篠沢公平（事務局長）

運営協議会委員 池田次郎〔理学部教J受）
// 亀井節夫（理学部教授〉

，， 石田志朗（理学部助教綬）

，， 川上貢（工学部教授）

，， 西川宇治（工学部教授）

II 上田正昭（教養部教J受）
II 泉拓良（文学部助手）

57 

，， 

研究部主任

研究部研究員

II 

II 

事務室

II 

橋本記五（施設部長）

泉拓艮（文学部助手）

宇野隆夫（文学部助手）

岡田保良（工学部助手）

吉野治雄（施設部技術補佐員〉

大八木邦雄（胞設部事務官）

梅JII厚子（施設部技術補佐員）
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京都大学構内遺跡調査会規約

第 1条 この会は，京都大学構内遺跡調査会（以下「調査会」という。〕と称し，京都大学の委託により

同大学構内における建築物新営工事等に伴い必要な敷地内の遺跡調査を行なうことを目的とす

るO

第 2 条調査会は，事務所を京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内に置く。

第 3条調査会は，第 1条の目的を達成するために次の事業を行なう。

(1 ）京都大学の委託により行なう当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査。

(2 ）前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議。

(3 ）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概要報告書の作成。

(4) その他必要とする事項。

第4条調査会に次の役員を置く。

(1 ）会長 1名。

(2 ）委員

イ 京都大学の学識経験者若干名。

ロ 新営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長。

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者若干名。

(3 ）監事若干名。

2 会長は，前項第2号イの委員の推薦する者とする。

3 委員及び監事は，会長が委嘱する。

4 第 1項第 2 号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わった

ときは，退任する。

第5条会長は，調査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する。

3 監事は，調査会の会計を監査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する O

2 委員会は，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会を

置くことができる。

第 7条第 3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班を置く。

2 調査班は，調査班長，調査員及び調査補助員をもって組織する。

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員は，調査班長の推薦により会長が委嘱する。

第8 条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局を置く。

2 事務局に職員若干名を置く。

3 職員は，会長が任免する。

第9条調査会の経費は，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。
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第10 条調査会は， 4 月 1 日に始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書をfF成し，監事の監査を

経て，年度終了後3 月以内に委員会の承認、を受けるものとする。

第11 条 この規約に定めるもののほか，調査会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。

附則

1 この規約は，昭和52 年 6刀1 日から施行する。

2 調査会設立と＇1i初の会長及び委員は，京都大学遺跡調査会発起人会において定める。
3 この境約施行の際における京都大学良学部構内遺跡調査会及び京都大学京学部｜付属瀬戸臨海実

験所構内遺跡調査会のそれぞれの事業及び財産は，本調査会が承継する。

会長 藤岡謙二郎（教養部教授） 規約第 4条 1頃（2）ロ熊谷直家（医療技術短期大

，j

，j

，FF 

ノ

ノ

ノ

樋口隆康（文学部教J受）

西川主主治（工学部教授）

足利健亮（教養部助教授）

西村進（教養部助教綬）

学部主事〉

グ 菅原努（医学部長）

監事 竹原正（医療技術短期大学部事

グ 務長）

グ 岩井良吉（医学部事務長）

グ 西村利雄（施設部企画課長〉

事務局員 大八木邦雄

グ ITT、崎絹子

委員

グ 泉拓良（理文研助手）

グ 太団地人（事務局庶務部長）

規約第 4条 1項（2）ハ中山忠之（京都市文化観光

局文化財保護課長）

調査班長・主任泉拓良，宇野隆夫，岡田保良，吉野治雄

調査員 山田和久，鎌田［寺子，清水朱美，田中はる代，丹羽佑一，三木佳代子

調査補助員 網谷克彦，井上豊春，岩崎仁，岩田光，上村和弘，大野富子，香川悟，小泉隆司，津

隈久美子，中内均，中埜裕司，西野菜生，橋本勝，長谷川!JJ，，花谷治，浜崎一志，原

充，藤井肇，！捺田康子，藤原喜信， Z三原由紀，家根祥多，矢野智子

作業員 亦沢俊男，チI二口繁司，池田イシ，五十棲春一，岩波幸太郎，木村栄三郎，小守末之，

小原祥市，佐藤初忠，植木きぬ子，根木マツ，中村コト，中村陪子，内村イ、ン，橋本

俊夫，橋本敏治，橋本圧次，福井長治，福田文治，藤本恵美子，藤本信子，藤本マ

スエ，堀内千代，牧猪之助，森田勝H青，安田秀男，吉田龍太郎

職名は就任当時のものを用い，京都大学の職員に閲しては大学名を省略した。

京都大学埋蔵文化財併究センター 京都大学構内遺跡調査会

151'~1 調査妥員会 調 査 工
L
J
7
 
1
 

調査班長一 I 
(A 即 調査一調査J防作業

｜｜ 調査主任員 員 l 員i一一 I I I I二斗｜ ｜｜ 委員｜｜

J ｜事務主 II唱本a，栢 II L除車I11 
(B班）調査主任員一一員 '"I 只

遣｜｜｜｜｜二「

一1 事務局 i
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医学部基礎医学研究室実験室予定地試掘調査

試掘期間 昭和52 年 6 月15Ll ～ 6 月18 日

面積 12m2(2m ×2m 3 ヶ所）

担当者 泉拓良，吉野治雄

理学部合同建物予定地および北部構内電気管埋設予定地試掘調査

試掘期間 昭和52 年 8 月20 日～ 9 月17 日

面積 108m2(3m ×3m 12 ケ所）

担当者 泉拓丸吉野治維

教養部エレベーター予定地試掘調査

試掘期間 昭和52 年12 月12 日～12 月21 日
面積 80m2(8mx'5m 2 ケ所）

担当者 宇野隆夫

京大病院遺跡 AHI7 区調査班

工事名 医学部附属病院 RI 診療棟新営

発掘期間 昭和52 年 1 月初日～ 3 月 5 日

面積 約 220m2

調査班長 泉拓良

調査員 同田｛呆良，旧中はる代，三木佳代子

調査補助員 3 名整理に参加した調査補助員は，上村和弘，中内均，藤井肇である。

備考 本調査班は旧京都大学農学部構内遺跡調査会のもとで編成され，整浬作業その他は

京都大学構内遺跡調査会に引き継がれた。

瀬戸遺跡調査班

所在地 和歌山県西牟婁郡白浜町京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所

発掘期間 昭和52 年 2 月15 日～ 3 月31 日

面積 約 310m2

調査班長・主任泉拓良，丹羽佑一

調査員 宇野隆夫，鎌回博子，清水朱美

調査補助員 6名整理に参加した調査補助員は，網谷克彦，藤原喜信，家恨tf 多である。
~iii考 木調査班は旧京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所構内遺跡調査会のもとで編成され，

整理作業その他は京都大学構内遺跡調査会に引き継がれた。

京大病院遺跡 AFI4 区調査班

工事名 医療技術短期大学部校舎第2 期新営

発掘期間 昭和52 年6月15 日～ 8 月31 日

面積 約 790m2

調査班長・主任 岡田保良，宇野隆夫

調査員 出田和n久，清水朱美，問中はる代，三木佳代子
調1年一補助員 16 名 整理に参加した調査補助員は中内均，西野手ミ生，藤井肇である。

作業員 20 名

京大医学部遺跡 AOIS 区調査班

工事名 医学部基礎医学研究宗実験室新営

発射期間 昭和52 年11 月 1 日～昭和52 年 12 月28 日現在実施1ド
面積 約 1200m2

調査班長・主任泉拓／良，吉野治雄

調査員 出田和久，清水朱美，凶中はる代

調査補助員 7 名

作業員 25 名
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第3表 京都大学構内遺跡調査の歴史

i年度｜脚州担当者i事査開遺構｜造物｜文献｜そq
~~：J竺空~十一十肩二 l出器崎両J
時1農学部［不明［四三ftLI上 J~~l~·I 

~Q9年四阿 （梅原末治l発 掘l I ｜麟ド円36 [ _  
吋前11,J, I l梅原末治l j -I ｜間千戸引

：：｜出｜：山e-t: ~~; 1 _ 

咋 I I' 

年；： LI~［
ii l間縄文土門？市臨

瓦沼｛現戻し
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